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県
内
で
は
川
西
町
が
一
番

高
く
、
金
山
町
は
２
番
手

だ
っ
た
が
、
引
き
下
げ
で

４
番
手
に
。
管
内
で
は
真

室
川
町
が
一
番
高
く
、
金

山
町
が
２
番
手
と
な
る
。

寒
河
江
宏
一
議
員

　工
事

入
札
後
は
役
場
前
に
業
者

名
を
含
め
て
公
表
す
る
が
、

一
覧
形
式
で
議
会
に
示
せ

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

川
崎
総
合
政
策
課
長

　役

場
庁
舎
前
で
公
表
す
る
の

は
２
５
０
万
円
以
上
と
な

る
。
業
者
名
を
含
め
た
一

覧
形
式
の
資
料
と
し
て
示

す
か
は
再
度
精
査
し
て
対

応
し
た
い
。

早
坂
憲
明
議
員

　障
害
年

金
受
給
関
係
訴
訟
は
、
仙

台
高
裁
で
の
控
訴
と
な
っ

た
が
、
補
正
の
説
明
を
。

丹
健
康
福
祉
課
長

　山
形

地
裁
で
は
９
月
１８
日
に
請

求
が
棄
却
さ
れ
た
が
、
こ

れ
を
不
服
と
し
て
１１
月
８

日
に
控
訴
理
由
書
が
届
い

た
。
今
後
は
仙
台
高
裁
で

の
審
議
と
な
る
が
、
代
理

人
に
よ
る
審
議
の
た
め
、

弁
護
士
費
用
の
補
正
と
な

る
。

沼
澤
道
也
議
員

　経
営
コ

ン
サ
ル
に
よ
る
診
療
所
の

経
営
分
析
報
告
書
は
ど
う

活
用
す
る
の
か
。

町
長

　診
療
所
経
営
委
員

会
に
お
け
る
経
営
分
析
要

望
も
あ
っ
て
実
施
し
た
も

の
。
報
告
書
を
参
考
に
診

療
所
内
の
改
革
を
含
め
、

報
告
書
で
予
測
さ
れ
た
事

態
と
な
ら
な
い
よ
う
経
営

努
力
し
て
い
く
。

矢
口
政
一
議
員

　ね
た
き

り
老
人
等
移
送
サ
ー
ビ
ス

助
成
事
業
の
内
訳
は
。
ま

た
、
町
で
介
護
タ
ク
シ
ー

を
運
行
で
き
な
い
か
。

丹
健
康
福
祉
課
長

　継
続

し
て
実
施
し
て
お
り
、
特

別
会
計
か
ら
一
般
会
計
に

予
算
組
み
替
え
し
た
も
の
。

内
容
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
に
年
間
で
額
面
６
万
円

（
一
枚
２
５
０
０
円
）
分

の
利
用
券
を
発
行
し
て
い

る
。
今
後
は
、
利
用
者
の

負
担
軽
減
の
た
め
利
用
券

の
拡
充
を
検
討
し
た
い
。

栗
田
保
則
議
員

　地
方
交

付
税
等
の
削
減
が
言
わ
れ

て
い
る
中
、
町
財
政
の
あ

り
方
を
公
民
館
建
設
も
含

め
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長

　３１
年
度
地
方
交
付

税
は
、
出
口
ベ
ー
ス
で
０.５

％
減
と
言
わ
れ
て
い
て
町

財
政
面
で
の
厳
し
さ
は
強

ま
る
と
考
え
て
い
る
。
中

央
公
民
館
建
設
は
町
の
現

有
施
設
（
改
善
セ
ン
タ
ー
、

や
く
し
苑
等
）
の
有
効
利

用
を
図
る
こ
と
も
考
慮
し

た
規
模
と
考
え
て
い
る
。

３１
年
度
予
算
は
、
次
の
年

度
に
繋
が
る
よ
う
な
財
政

環
境
を
作
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

須
藤
典
夫
議
員

　町
道
焼

山
線
蝋
畑
橋
補
修
工
事
で

の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
検
出
の
詳
細
は
。

藤
山
環
境
整
備
課
長

　橋

桁
の
塗
装
を
剥
が
し
た
際

に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
成
分
が
出
て
き

た
た
め
の
対
応
で
、
農
地

周
辺
へ
の
影
響
は
な
い
。

【
議
第
７５
号
】

沼
澤
道
也
議
員

　学
校
内

の
エ
ア
コ
ン
設
置
場
所
と

工
事
期
間
は
。

佐
藤
教
学
課
長

　普
通
教

室
を
優
先
的
に
考
え
て
い

て
、
特
別
教
室
の
一
部
も

予
定
し
て
い
る
。
１
月
中

に
は
入
札
し
て
工
事
に
入

り
た
い
。
年
度
内
竣
工
が

難
し
い
た
め
繰
越
明
許
で

の
対
応
と
な
る
が
、
暑
く

な
る
時
期
に
間
に
合
わ
せ

た
い
。

寒
河
江
宏
一
議
員

　職
員

室
は
ど
う
か
。

佐
藤
教
学
課
長

　特
別
教

室
の
中
に
職
員
室
も
含
ま

れ
、
設
置
予
定
で
あ
る
。

早
坂
憲
明
議
員

　郡
内
全

て
の
小
中
学
校
と
な
る
と

夏
ま
で
間
に
合
う
の
か
。

佐
藤
教
学
課
長

　県
内
、

全
国
規
模
の
事
業
で
あ
り
、

早
目
の
事
務
対
応
で
夏
ま

で
間
に
合
う
よ
う
に
進
め

た
い
。

【
議
第
６５
〜
６８
号
】

　質
疑
な
し

【
議
第
６９
〜
７４
号
】

中
村
忠
行
議
員

　空
き
家

対
策
協
議
会
謝
礼
の
補
正

内
容
と
空
き
家
行
政
代
執

行
の
現
状
は
。

武
内
町
民
税
務
課
長

　空

き
家
等
対
策
計
画
策
定
に

あ
た
り
協
議
会
を
設
置
す

る
た
め
の
補
正
で
あ
る
。

ま
た
、
行
政
代
執
行
は
、

１２
月
２８
日
ま
で
解
体
工
事

を
完
了
し
た
い
。

髙
橋
芳
夫
議
員

　町
の
水

道
料
金
は
管
内
で
は
ど
ん

な
位
置
に
あ
る
の
か
。

藤
山
環
境
整
備
課
長

　今

年
度
一
律
に
基
本
料
金
１

２
０
円
を
値
下
げ
し
た
。

全小学校･中学校へエアコン設置
国補正予算で本年度中工 事開始

１２月
定例会

　１２月議会が１２月５日から７日までの３日間開催された。新制度での教
育長設置や職員給与の改正にかかる条例改正や８月豪雨対策費、障害年金
受給関係訴訟委任費の補正など１１議案が審議され、全員賛成で可決した。
　一般会計は、１億９千８００万を追加し、４９億６千１６０万円となった。
特に、今夏の猛暑により児童が熱中症で死亡する事故が国内で発生したた
め、国が補正予算で学校へのエアコン設置特例交付金を内示しており、今
年度中の工事開始となる。下表の議案一覧と質疑要旨を参照していただき
たい。

議
案
へ
の
質
疑
応
答
要
旨

議
案
へ
の
質
疑
応
答
要
旨

暑い教室内での授業

１．条例改正
議案番号

６５号 表彰条例の一部改正

使用料及び手数料条例の一部改正

特別職の職員の給与に関す
る条例の一部改正

改正地方教育行政法に基づく新教育長制度に対応するための改正

新たな医師住宅の使用料を設定するための改正

人事院勧告に準拠した改正

・豪雨災害対策工事及び県小規模農地災
　害緊急復旧対策の町補助率嵩上げによ
　る増
・福祉燃料購入支援事業費補助金の計上
・障害年金受給関係訴訟委任費用の追加
・町道焼山線蝋畑橋補修工事費の追加
・各会計繰出金、施設修繕費など

・小児科非常勤医師謝金の計上
・診療収入の減並びに診療所運営費繰入
　金の増など

・総合事業訪問型サービス費等の組み替
　え並びに特定入所者介護サービス費の
　増など

・各施設修繕工事費、修繕料の増など

・電気料の増並びに起債償還金の減など

・人件費の増

・小中学校へのエアコン設置工事費の追加

農業集落排水事業特別会計（２号）

国民健康保険特別会計（３号）
～直営診療施設勘定～

介護保険特別会計（３号）

公共下水道事業特別会計（２号）

水道事業会計（２号）

一般会計（７号）※追加提案

議会委員会条例の一部改正

議会傍聴規則の一部改正

・改正後の課設置条例及び地方教育行政法との整合性を図るた
　めの改正

・傍聴人の個人情報を保護するための改正

一般職の職員の給与に関す
る条例の一部改正

一般会計（６号）

6727

8億4327

1億5994

1億9938

49億6160

47億6360

4億2364

68

24

5

4

1億9800

1億8970

163

６６号

６７号

６８号

６９号

７０号

７１号

７２号

７３号

７４号

７５号

７号

８号

案　件　名 議　案　の　内　容

発議番号 案　件　名 議　案　の　内　容

議案番号 会計名（補正番号） 補 正 の 主 な 内 容 補正額（万円） 補正後（万円）

２．各会計補正予算

３．議員発議

１２月議会定例会提出議案
全員賛成で可決


